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生活問題・課題および彼らの心情を明らかにすること、②難民 /申請者の SC の特


































の関東地域に中長期的に居住する 16 人の難民 /申請者に深いインタビューを実施
した。  
第 3 章では、調査結果のデータの提示およびその結果の解釈・分析を試みた。
第 1 節は、難民 /申請者の生活とその生活に関与するソーシャル・ネットワークを
明らかにした。彼らの来日当初の生活、日本で生活基盤を形成するに至る過程、収
容施設での生活などの厳しい状況を示し、それぞれの場面で関係した人々やネット
ワークを浮き彫りにした。第 2 節では、第 1 節を踏まえ、彼らの SC の輪郭を描い
た。彼らのサポート源を中心に、同質／異質性およびフォーマル／インフォーマル

















ルイルネス、③強固な結合型 SC について述べた。最後に第 5 節では、彼らの日本
政府および彼ら自国の政府に対しての不満や要望を中心にまとめた。  
第 4 章は、先行研究を踏まえ SC および「制度のエスノグラフィ」の観点から調
査結果の考察を行った。SC については、先行研究と同様に、難民が受入れ国で SC
を形成することの困難、同胞による結合型 SC の構築、橋渡し型 SC による職業的
地位の向上などがみられた。しかし日本では、難民 /申請者の滞在身分の不安定さ、
支援団体の少なさ、地域社会による難民の認知度の低さなどにより、橋渡し型・連























難民 /申請者の人口学的な特質や属性などによる生活体験や SC および主観的統合











































































































分 野 で 活 用 さ れ 、 欧 米 の ソ ー シ ャ ル ワ ー ク で も 注 目 さ れ て い る
RBA(Right-Based-Approach：人権に基づくアプローチ)の枠組みを用いて、考察や
ソーシャルワーク実践への提言をまとめることも有効であったかもしれない。 
④難民の生活問題・課題を明らかにすることが目的の一つであったが、そもそも国
際社会福祉領域において、国際的視野から生活問題・課題を捉えることの意味等に
ついての言及が不十分であった。この点を記述すれば、社会福祉学における本研究
の位置づけがいっそう明確になると思われる。 
⑤本論で採用されたSC、社会統合、制度のエスノグラフィのアプローチは、それぞ
れの章において、その分析の妥当性は認められたが、三つのアプローチの整合性が
不明確で理論の枠組みの一体化が不十分である印象を受ける。この点を克服する工
夫が求められた。 
 
４．結論 
 以上、審査委員によって示された上記の課題への対応が期待されるものの、論文
審査委員会は、全員一致で、本論文の手法および内容、水準とともに博士論文とし
ての要件を満たしているものと認め、博士（社会福祉学）の学位を授与するにふさ
わしいとの結論に達した。 
